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新入学児祝い金の申請についてお知らせ

平成 31 年度に小学校、中学校等に入学されるお子さんを養育している母子家庭、父子家庭等の方に入学

祝金を支給いたしますので、対象になる方は下記のとおり申請して下さい。

【対　　象】①平成 31 年４月に小学校、中学校または特別支援学校 ( 小・中学部 ) 等に入学されるお子

さんを養育している市内在住の母子家庭、父子家庭

②両親がなく、平成 31 年４月に小学校、中学校または特別支援学校 ( 小・中学部 ) 等に入

学されるお子さんを養育している市内在住の祖父母等

【金　　額】 小学校に入学されるお子さん：（1 人につき）５，０００円

中学校に入学されるお子さん：（1 人につき）７，０００円

【基 準 日】 平成３１年１月１日（火）時点で上記対象に該当する世帯

【申　　請】 申請用紙に必要事項を記入の上、社会福祉協議会本所または支所に提出して下さい。

申請用紙は社会福祉協議会本所・支所で配布します。または、社会福祉協議会ホームページ

（インフォメーション内のリンク）からもダウンロードできます。

【申請期間】 平成 31 年１月 7 日（月）～平成 31 年２月 18 日（月）１７時

【問い合わせ】　社会福祉協議会　総務・地域福祉課　℡２８－６１２７

本 　　  所本 　　  所・TEL:0896-28-6127  FAX:0896-24-8009・TEL:0896-28-6127  FAX:0896-24-8009

川之江支所・TEL:0896-28-6237  FAX:0896-56-5447川之江支所・TEL:0896-28-6237  FAX:0896-56-5447

土 居 支 所・TEL:0896-28-6351  FAX:0896-74-1435土 居 支 所・TEL:0896-28-6351  FAX:0896-74-1435

新 宮 支 所・TEL:0896-72-2774  FAX:0896-72-3010新 宮 支 所・TEL:0896-72-2774  FAX:0896-72-3010

社協だよりは、皆さまからお寄せいただいた社協だよりは、皆さまからお寄せいただいた
社協会費と共同募金の配分を受け作成されています。社協会費と共同募金の配分を受け作成されています。

【発行】社会福祉法人 四国中央市社会福祉協議会
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地域から孤立をなくそう講演会

福祉サービス利用援助事業の紹介

障がい者相談支援事業の紹介

子どもの緊急救命に関する講習会



ご存知ですか？福祉サービス利用援助事業紹介

【問い合わせ】　社会福祉協議会　総務・地域福祉課　℡２８－６１２７

現代の福祉サービスは、自らが選択し、契約を結んで利用する仕組みです。

しかし、判断能力に不安がある方は、どのような福祉サービスがあるのか、どのよ

うにすれば福祉サービスを利用できるのかなど、さまざまな場面で判断に迷い、適切

に福祉サービスを受けられない場合があります。

そのような方々が安心して生活を送れるようにお手伝いする事業を『福祉サービス

利用援助事業』といいます。

どのような人が利用するの？どのような人が利用するの？

福祉サービスの利用や日常的な金銭管理について、ご自分の判断に不安を感じている方です。

例えば、認知症高齢者や知的障がい者、精神障がい者などの方々の中で、次のようなことでお困りの

方です。

○福祉サービスを利用したいけど利用方法がわからない。

○毎日の暮らしに必要なお金の出し入れに自信がない。

○お父さん、お母さんがいなくなった後の生活が心配だなぁ。

○物忘れが多く、大事な物をどこに置いたのか分からなくなってしまう。

お知らせ 地域から孤立をなくそう講演会を開催します
生活相談支援センターでは、地域から孤立して生活困窮状態にある地域住民や家族、支援者からの相談が

増えております。

今回、全国各地で「ひきこもり」について取材を続け、ひきこもり状態にある方々や働きづらさを抱えて

いる方々の声や支援現場の様子を真摯な姿勢で発信し続けているジャーナリストの池上正樹氏をお迎えし、

「ひきこもり」「8050 問題」についての理解を深める事を目的に講演会を開催いたします。多くの方々の

御参加をお待ちしております。

演　題 「ひきこもりの長期化と高齢化」
～取材現場から見えてきた 8050 問題を考える～

講　師 ジャーナリスト　池上　正樹　氏

日　時　　　平成 31 年 1 月 26 日（土）13：30 ～ 15：30

場　所　　　四国中央市福祉会館 4 階多目的ホール

参加対象者　地域住民、地区社協・民生児童委員・福祉保健

　　　　　　医療関係者 ※入場無料

講 師 プ ロ フ ィ ー ル

通信社などの勤務を経てジャーナリスト。20 年以上にわたって「ひきこもり」界隈の取材を続

ける。ＴＶやラジオにも多数出演。ＫＨＪ（Kazoku Hikikomori Japan）全国ひきこもり家族会の

発足当初からサポートをしている。主な著書に『ルポ　ひきこもり未満～レールから外れた人たち』

（集英社新書）、『大人のひきこもり』（講談社現代新書）、『KHJ 地域におけるひきこもり支援ガイ

ドブック』（金剛出版 / 共著）などがある。現在、ダイヤモンドオンラインにて『「引きこもり」す

るオトナたち』を連載中。

【問い合わせ】　社会福祉協議会　生活相談支援センター　℡２８－６１０１

平成 27 年 4 月「生活困窮者自立支援法」が施行されたことを受け、社会福祉協議会に生活相

談支援センターが開設されました。

センターには、心身の不調や失業、就労の課題、家計問題、社会的に孤立

しているといった幅広い相談が寄せられています。そのような悩みごとにつ

いて、相談支援員が寄り添い、地域で自立した生活を送ることができるよう

問題の解決方法を一緒に考えながら支援しています。また、問題解決に向け

て多職種との連携も積極的に行っています。

電話・来所・訪問相談を行なっています。ひとりで悩まず、まずは御相談下さい。

～生活相談支援センターとは～



福祉用具リサイクル情報
　この事業は、現在使用されていない福祉用具の活用と地域住民相互のふれあいを促進し、地域福祉の向
上を図ることを目的に実施しております。ご家庭で不要な介護機器（主な機器としては車椅子（できれば
軽いもの）、ベッド、歩行器等です）がありましたら社会福祉協議会（℡２８－６１２７）までご連絡ください。

ゆずります

ゆずってください

情報 （１２月１０日現在）

車イス 7 台　　シルバーカー１台　　電動シルバーカー６台
歩行器 1 台

シルバーカー 1 台　　電動シルバーカー２台
ポータブルトイレ４台

福祉用具リサイクル事業の仕組み

四 国 中 央 市 社 会 福 祉 協 議 会

譲りたい人

（提供者）

④結果を

　連絡
①登録

（相談成立）

（社協だより等に記載）

③連絡調整

譲ってほしい人

（希望者）

④結果を

　連絡
①登録

②情報を

　提供

障がい者相談支援事業を行っています紹介
社会福祉協議会 障がい者相談支援センターでは、平成２３年４月より障がいのある方の相談支援を行っ

ています。

・障がいのある方やご家族からの相談に応じて、障害福祉に関する情報提供や助言を行い、

関係機関（福祉・就労・保健・医療等）の各サービスとの連絡調整をします。

・一人ひとりのニーズ（生活課題・希望する生活）や目標に合わせて、面談等を通じ、障

害福祉サービス等の利用についてのご案内をしています。また、利用中の福祉サービス

が適切か、利用状況の検証・効果の分析、評価を行います。

・相談は無料。面談時にお話しいただいた内容につきましては、秘密を厳守いたします。

・障がいのある方、そのご家族・ご親族、その他

・障害福祉サービス等が必要な、身体・知的・精神・発達・高次脳機能障がい、難病の方

・直接事務所に来所されても相談対応できますが、あらかじめ予約をとっていただけると面談がスムーズ

に行えます。必要に応じて、基幹相談支援センター（当市の障がい者総合相談窓口）をご紹介する場合

があります。

　近年、８０代の親が５０代の子の生活を支えられなくなる状態（8050 問題）が社会に広がっ

ており、その背景には、親の体力の衰え、子のひきこもりや障がいなどがあるといわれています。

　詳しい内容については、右頁の講演会で取りあげられます。

面　談面　談

障がいのある方ご

本人の意向、課題を

お聞きしながら必要

なサービスの状況を

整理します。

計画立案計画立案

面談でお聞き

した内容を元に、

福祉サービス等

利用計画案を作

成します。

支給決定支給決定

計画案を元に、

市役所へ申請を行

います。申請手続

きのサポートも致

します。

利用開始利用開始

立案した計画

を元に、福祉

サービス利用を

開始します。

モニタリングモニタリング

福祉サービス

利用状況や分析、

評価を行います。

相談支援事業について

対象となる方

相談の流れ

【問い合わせ】　障がい者相談支援センター　℡28-6135



まごころ銀行報告報告 （１１月１日～１１月３０日）　ご寄付ありがとうございました

※まごころ銀行に預託いただいた際にお渡ししました領収書は、確定申告時の控除を受けるために
必要となりますので大切に保管して下さい。

次回の社協だよりの発行は ２月号２月号 の予定です。

団　体 金光教川之江教会様 チャリティーバザー収益金 32,830円

市民の皆様の善意の預託（寄付）をお預かりし、福祉活動の向上のために役立てるしくみです。

市社協への預託のほか、預託者の希望による地区社協への指定分については、法人会計を通してそ

のまま地区社協へお渡しし、地区における福祉活動に活用されています。

　【預託内容】チャリティ募金、バザー等の売上金、香典返しなど

　【預託方法】四国中央市社会福祉協議会（本所・支所）の窓口で受付しています。

ご芳名や預託内容等につきましては、預託者のご意向に沿って、機関紙「社協だより」に掲載さ

せていただいております。

『まごころ銀行』とは

【問い合わせ】　社会福祉協議会　総務・地域福祉課　℡28-6127

平成３０年度全国社会福祉大会が開催されました報告

１１月２２日（木）メルパルクホール（東京都）で開催された「平成３０年度全国社会福祉大会」にお

きまして、以下の方々が、長年にわたる福祉向上の功績が認められ、表彰を受けられました。（敬称略）

■厚生労働大臣表彰

　　◎民生・児童委員　武村 俊子　　　　　　　◎共同募金奉仕功労者　秋山 明生

■全国社会福祉協議会会長表彰

　　◎民生委員・児童委員功労者　井上 惠子　　◎社会福祉協議会・民間社会福祉団体功労　藤原 邦彦

　　◎社会福祉協議会優良活動　川之江地区社会福祉協議会

■中央共同募金会会長表彰

　　◎奉仕功労者　髙橋 厚德

お知らせ 子どもの緊急救命に関する講習会を開催します

【日時】１月３１日（木）13：30 ～ 14：30

【場所】川之江ふれあい交流センター ２階 和室

　　　　※託児スペースあり

【内容】・乳幼児の心肺蘇生とＡＥＤの使い方

　　　 ・子どもの看病と手当のしかた

【申し込み・問い合わせ】四国中央市ファミリーサポートセンター　℡２８－６１５０

【講師】赤十字幼児安全法指導員

【対象】・ファミリーサポートセンター会員

　　　 ・子育てに関心のある市民の皆さん

【定員】20 名

子どもに起こりやすい病気の看病や事故の応急手当のしかたについて学びませんか。

※動きやすい服装でお越しください。

専門（弁護士・司法書士）相談情報

※法律相談の申込件数が多数の場合は、受付終了時間前に受付を締め切ることがあります。ご了承ください。

川之江会場：川之江文化センター 1 階
１月７日・１５日（受付：13:00 ～ 15:00）

川之江会場：川之江文化センター 1 階
２月５日（受付：13:00 ～ 15:00）

三島会場：福祉会館１階
１月１０日・１８日（受付：8:30 ～ 11:00）

土居会場：土居福祉センター１階（※要予約）
１月２３日（相談時間：13:30 ～ 15:30）

川之江会場：川之江文化センター 1 階（※要予約）
１月９日（相談時間：13:00 ～ 16:00）

三島会場：福祉会館１階（※要予約）
１月４日（相談時間：13:00 ～ 16:00）

三島会場：福祉会館１階（※要予約）
２月５日（相談時間：13:00 ～ 16:00）

１月の法律相談予定日 １月の司法書士相談予定日

※要予約会場については、相談日前の平日１７時１５分相談日前の平日１７時１５分までに予約してください。

土居会場：土居福祉センター１階（※要予約）
１月１６日（相談時間：13:00 ～ 16:00）
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